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1.z=χ +″ =<cOS θ十′Sinの ,″ =“ +Jυ =R(COS φ +′ Sinφ )と す る と、 Cauchy‐ Rieman■ の 関 係 式 は次 の よ

うに書けることを示せ。
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2.次の関数の極における留数を求めよ。
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3.次の定積分を求めよ。
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4.定積分 I=J“
デ各F を以下の2つの異なる方法によって求めよ。

(a)そ の上半面内で正の実軸と接する半径が無限大の円の 1/3の扇形を囲む積分経路に沿つて積分 J=
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~      6.Lcgendreの
多項式 P″ (′),4=0,1,2,…・は、次のRodHguesの 公式によって定義される。
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ー        (a)点 z=′ を内部に含む任意の単一閉曲線をCと するとき、Schlaeniの公式
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_          が成り立つことを証明せよ。
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